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【各項目の詳細に関する問い合わせ】

島根大学がんプロ事務局（先端がん治療センター がんプロ担当）
ganpro-shimane@med.shimane-u.ac.jp

岡山大学がんプロ事務局（学務課がんプロ担当）
ganpro@adm.okayama-u.ac.jp

香川大学がんプロ事務局（学務課教務係）
ganpro-m@kagawa-u.ac.jp

鳥取大学がんプロ事務局（学務課）
me-daigaku@ml.adm.tottori-u.ac.jp

徳島大学がんプロ事務局（学務課第一教務係）
ganpro@tokushima-u.ac.jp
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「遺伝情報に基づく、ぬくもりのあるがん医療実践者を育成するコース」と
「がんゲノム医療人育成コース」を統合し、 2026年度より
「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」 を開講します。
両コースの統合により、教育資源や講師人材を集約し、効率的かつ効果的な
学びの場が提供可能となり、学習環境が充実します。
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目標：

・腫瘍遺伝学を理解し、最先端かつ適切ながん治療・予防医療について多職種で考え実践する

ことのできる人材を育成する

・全ゲノム時代に対応できる人材を育成する

・ライフステージを理解し、患者・家族の問題を捉え統合的な支援ができる人材を育成する

・医療人としての質の高いコミュニケーションスキルを持ち、患者・家族の意思決定支援が実践

できる人材を育成する

期間：

令和８年6月～令和９年3月

対象：

医師、看護師、保健師、助産師、薬剤師、臨床検査技師、がん専門相談員、MSW、認定遺伝カウン

セラー、バイオインフォマティシャン、その他がんゲノム医療・遺伝医療に興味を持っている医療人
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１．ごあいさつ

２．概要

島根大学
田村研治

岡山大学
平沢 晃

島根大学
荒木もも子

看護師兼認定遺伝カウンセラーの
荒木と申します。
遺伝・ゲノム医療に対するがん患
者さんのニーズが高くなっている
ことを日々感じております。「遺
伝」「ゲノム」と聞くと踏み込み
にくい世界と思われる医療者の方
も多いのですが、今回のコースで
は、分かりやすく、かつ実践で活
用できる内容を準備致しました。
遺伝性腫瘍症候群と診断された
方々の支援について一緒に考えて
下さる方、少しでもご興味をお持
ちの方、大歓迎です。

近年、がん医療は大きく変化して
います。その中でも、がんゲノム
医療が大きな注目を浴びています。
遺伝性腫瘍症候群の問題に加え、
後天的なゲノム異常を用いた分子
標的療法による個別化医療が進ん
でいます。又、小児、AYA世代、
高齢者など、ライフステージに応
じたがん治療が、ますます求めら
れています。新しい時代に対応し
た、質の高い医療スタッフを目指
すあなたに、最適なコースです。

がんゲノム医療は「がん患者の腫瘍
部および正常部のゲノム情報を用い
て治療の最適化・予後予測・発症予
防をおこなう医療(未発症者も対象と
することがある。またゲノム以外の
マルチオミックス情報も含める)」と
定義されています。本コースはゲノ
ム情報に基づいて、がん未発症の段
階からLTFU(long term follow up）
することが可能な人材育成を目指し
ます。

※対象者は中国・四国地区の方であり、島根・岡山・香川・鳥取・徳島県の方限定ではありません

岡山大学
岡崎哲也

ゲノム医療の普及により、遺伝情報
は今や診療に欠かせないものとなり
ました。遺伝情報を、患者さんとそ
のご家族が前向きに活用できる社会
を、より一層広げていくことが求め
られています。本コースでは、最新
の遺伝情報に基づく医療を深く理解
し、かつ、人の心の機微を捉えた
『ぬくもりのある支援』が実践でき
るスペシャリストを一人でも多く育
成することを目指しています。全ゲ
ノム時代の新しいがん診療を担う実
践者として、皆様と共に学び、高め
合えることを心より願っております。
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３．講師紹介

大学名 氏名 遺伝医療関連分野に関する所属・職種

岡山大学
平沢 晃 臨床遺伝子医療学分野教授/臨床遺伝専門医・指導医/遺伝性腫瘍学会専門医・指導医

山本英喜 臨床遺伝子医療学分野講師/臨床遺伝専門医/遺伝性腫瘍学会専門医/臨床検査専門医/外科医

岡崎哲也 臨床遺伝子医療学分野講師/臨床遺伝専門医・指導医/小児科医

二川摩周 臨床遺伝子医療学分野助教

神田秀幸 公衆衛生学分野教授

細野 祥之 薬理学分野教授

河野 吉泰 消化器内科 助教

竹内抄與子 臨床遺伝子診療科 助教

山磨 花菜 臨床遺伝子診療科 認定遺伝カウンセラー

島根大学

岡山大学

平沢 晃 山本英喜

神田秀幸

岡崎哲也

大学名 氏名 遺伝医療関連分野に関する所属・職種

島根大学 田村研治 腫瘍内科・先端がん治療センター教授/がん薬物療法専門医・指導医

荒木もも子 臨床遺伝・ゲノム医療センター 認定遺伝カウンセラー・看護師

鞁嶋有紀 小児科学講座准教授/臨床遺伝専門医・指導医

山本寛斉 臨床遺伝・ゲノム医療センター教授/がん治療認定医

今岡佐織 がん患者・家族サポートセンター 認定がん専門相談員・認定社会福祉士（医療分野）・MSW

上田幸奈 看護部がん看護専門看護師/がん専門相談員

黒﨑あかね 小児科学講座チャイルドライフスペシャリスト

田村研治

山本寛斉

鞁嶋有紀荒木もも子

今岡佐織 上田幸奈 黒﨑あかね

二川摩周

河野吉泰

がんゲノム医療中核

拠点病院の役割を

担っており、充実し

たスタッフのもとで

最先端の知識と技術

が学べます

遺伝性腫瘍症候群に関連した

多職種連携・地域医療に取り

組んでいます

細野祥之 竹内抄與子 山磨花菜
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３．講師紹介

隈元謙介 田中圭紀花岡有為子

十川麗美

大学名 氏名 遺伝医療関連分野に関する所属・職種

香川大学 隈元謙介 ゲノム医科学・遺伝医学 教授/臨床遺伝専門医/日本遺伝性腫瘍学会専門医・指導医

花岡有為子 母子科学講座周産期学婦人科学 准教授/臨床遺伝専門医/日本遺伝性腫瘍学会専門医

田中圭紀 母子科学講座周産期学婦人科学 助教/日本遺伝性腫瘍学会専門医

阿部宣子 乳腺内分泌外科診療科長/日本遺伝性腫瘍学会専門医

十川麗美 臨床遺伝ゲノム診療科 特命助教/認定遺伝カウンセラー

高倉佑弥 臨床遺伝ゲノム診療科 認定遺伝カウンセラー

鳥取大学

粟野宏之 足立香織 甲斐政親 野中智生

大学名 氏名 遺伝医療関連分野に関する所属・職種

鳥取大学
粟野宏之

研究推進機構研究基盤戦略センター 教授/遺伝子診療科・診療科長/臨床遺伝専門医・指導医/小児科専門医・指導医/
小児神経専門医

足立香織
研究推進機構研究基盤戦略センター 准教授/臨床検査技師/ジェネティックエキスパート/遺伝子分析科学認定士（初
級）

甲斐政親 技術部化学バイオ・生命部門技術長

野中智生 遺伝子診療科・認定遺伝カウンセラー/ジェネティックエキスパート

元井 希 医学部保健学科基礎看護学講座講師/看護師・保健師

香川大学

徳島大学

大学名 氏名 遺伝医療関連分野に関する所属・職種

徳島大学 今井芳枝 がん看護学分野 教授/遺伝性腫瘍コーディネーター

森野豊之 遺伝情報医学分野教授/臨床遺伝専門医・指導医

森野豊之今井芳枝

高倉佑弥阿部宣子

遺伝性腫瘍の診断治療を外科医が

中心に運営しているので、手術治

療を受ける患者様の健康管理や心

理的社会的不安など遺伝カウンセ

リングにも役立てられる環境が整

備されています。

また、基礎的ながん研究もできる

連携体制があります。

難病や遺伝性疾患の診療にお

いて幅広い経験を有し、遺伝

学的検査の実施と解釈に関す

る専門知識が豊かです

遺伝性腫瘍症候群当事者への看護

難病希少疾患遺伝子解析を行って

います

元井 希
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４．単位について
下記１～３において、合計20単位以上取得した者に修了証を発行します。
１.On-the-Job Training は6単位以上、２.関連セミナー、ロールプレイング は2単位以上取得してください。
各講座・セミナーの受講時に「出席表」を提出し、担当講師より押印を得てください。

３.に関しては事務局（島根大学がんプロ担当）に証明できるものを提出し、単位認定を得てください。

20単位以上取得した際は、事務局（島根大学がんプロ担当）に出席表を提出してください。

テーマ 施設 単位/回

① 遺伝性腫瘍エキスパートパネル
岡山大学、香川大学
島根大学

１

② がんゲノム医療エキスパートパネル
岡山大学、香川大学
島根大学、鳥取大学

１

③ 遺伝性腫瘍に関するカンファレンス（成人）※1単位以上 五大学 １

④ 遺伝性腫瘍に関するカンファレンス（小児・AYA）※1単位以上 香川大学、島根大学 １

⑤ 遺伝カウンセリング陪席実習 ※2単位以上 五大学 １

⑥ がんゲノム医療陪席実習 ※2単位以上
岡山大学、香川大学
島根大学

１

⑦ がん患者・家族相談支援研修（講義・実習） 島根大学 １

⑧ 遺伝倫理・ライフサイクルカンファレンス 島根大学 １

⑨ 全ゲノムシークエンスを含むゲノムデータ解析研修（講義・演習） 島根大学、鳥取大学 １

１．On-the-Job Training ※6単位以上

テーマ 施設 単位/回

① 関連セミナーあるいはシンポジウムへ参加
※セミナーは随時事務局より案内します。提示外のセミナー等で
単位を希望される場合は各事務局までご連絡ください。

五大学 １

② 遺伝性腫瘍症例検討会：「結果の解析やサーベイランス」「ライフ
ステージ」「心理・社会的支援」のいずれかのテーマで症例提示

岡山大学 ２

③ 各施設の遺伝性腫瘍体制強化についてワークショップの開催
（当事者会とコラボ）

鳥取大学、島根大学 ２

④ 「コミュニケーション」「意思（志）決定支援」講義とロールプレ
イングの実施

島根大学、鳥取大学 ２

⑤ 市民公開講座への参画（講師・企画担当など） 香川大学、島根大学 ２

⑥ キャリア形成支援セミナーへ参加 香川大学 １

２．関連セミナー、ロールプレイング等  ※2単位以上

テーマ 単位

① 全国規模の学会での成果公表 ５

② 地域での学会、研究会などでの成果公表 ２

③ 臨床研究の主導 10

３．学会発表及び臨床研究の主導

各講座のスケジュール・詳細は、7ページ以降を参照ください
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６．各講座の申し込み方法について

① 下記申し込みフォームより申し込みを行ってください。

URL

申込開始 令和８年6月～

② フォームにて、受講希望の講座にチェックを入れてください。
受講希望が複数施設ある場合は、関連施設に情報共有させていただきます。

③ On-the-Job Trainingは、受講希望の施設に情報共有させていただきます。
該当施設の事務局より連絡しますので、受講日程等について調整をしてください。

④ 日程が決定しているセミナーも含め、開催日が近づいてから電子メールにて、改めて
開催案内をします。
指定の申込方法にて、各自参加の申し込みをしてください。

⑤ 日程が未決定のセミナーに関しては、開催日が決定しましたら、スケジュール詳細等の
連絡をさせていただきます。

⑥ セミナー等の開催に関しては、がんプロ島根大学ホームページ
（https://ganpro-shimane.jp/）にアップいたします。

https://forms.gle/a5EpLbT4inuNYSbE7

※中国・四国地区の方で島根・岡山・香川・鳥取・徳島県以外の方もお申し込みいただけます

申込フォーム

５．インテンシブコース統合による単位について

インテンシブコース統合前の「遺伝情報に基づく、ぬくもりのあるがん医療実践者を育成するコー
ス」で取得された単位は、「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」に引き継ぎます。
したがって、 On-the-Job Training や 関連セミナー等、合計20単位以上取得されると修了証
を発行します。
手続きは本募集要項・手引きと同様であり、出席表も継続使用してください。
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７．スケジュール
テーマ

番
号

担当施設 日程・時間 開催場所・方法 担当講師 その他講師・協力 備考
単
位

１．On-the-Job Traininｇ ※6単位以上

①遺伝性腫瘍
エキスパートパネル

1 岡山大学
毎月第４水曜日

13:00～
オンライン

平沢・山本・岡崎
二川・竹内・山磨

1

2 香川大学
毎月第４水曜日

15:00～16:00
香川大学病院

隈元・花岡
十川・高倉

がんゲノム医療
センター

１

3 島根大学
毎月第４水曜日

13:00～
オンライン(病院内) 荒木 原

岡山大学病院に
てﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催

1

②がんゲノム医療
エキスパートパネル

1 岡山大学
毎週水曜日

16:00～

岡山大学病理部ｶﾝﾌｧ
ﾚﾝｽﾙｰﾑまたは連携
病院での現地参加

平沢・山本・岡崎
二川・竹内・山磨

1

2 香川大学
毎週金曜日
8:30～9：00

香川大学病院
隈元・花岡
十川・高倉

がんゲノム医療
 センター

1

3

島根大学

毎週火曜日
16:00～ (小児症例)

島根大学医学部
附属病院

山本・田村・荒木 原
小児は当院症例
がある場合のみ

1

4
毎週水曜日

15:00～、16:00～
島根大学医学部

附属病院
山本・田村・荒木 原

15:00 血液
 16:00 固形癌

1

5 鳥取大学
毎週水曜日

16:00〜
鳥取大学医学部附
属病院がんｾﾝﾀｰ内

粟野・野中 1

③遺伝性腫瘍に
関するカンファレンス

（成人）
※1単位以上

1

岡山大学

毎月第２・第４火曜日
16:00～

岡山大学病院
臨床遺伝子診療科

平沢・山本・岡崎
二川・竹内・山磨

HBOCミーティ
 ング

1

2
毎月第３火曜日

16:40～
岡山大学病理部
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ

平沢・山本・岡崎
二川・竹内・山磨

リンチ症候群
 カンファレンス

1

3 香川大学
毎月第４火曜日

18:00～19:00
香川大病院

隈元・花岡
十川・高倉

臨床遺伝ゲノム
 診療科スタッフ

1

4 徳島大学
毎月第４月曜日

16:00～
徳島大学病院

森野・井上・
宮本・今井他

ｹﾞﾉﾑ医療ｾﾝﾀｰ
遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

1

5 島根大学 不定期・要相談
島根大学医学部

附属病院
山本・荒木 1

6 鳥取大学
毎月第１月曜日

17:30〜18:00
鳥取大学医学部附
属病院がんｾﾝﾀｰ内

粟野・野中 1

④遺伝性腫瘍に
関するカンファレンス

（小児・AYA）
※1単位以上

1 香川大学
毎月第４火曜日

18:00～19:00
香川大病院

隈元・花岡
十川・高倉

臨床遺伝ゲノム
 診療科スタッフ

1

2 島根大学 不定期・要相談
島根大学医学部

附属病院
鞁嶋・黒﨑・荒木 1

⑤遺伝カウンセリング
陪席実習

※2単位以上

1 岡山大学 適宜希望に応じて
岡山大学病院

臨床遺伝子診療科
平沢・山本・岡崎
二川・竹内・山磨

1

2 香川大学 （月）～（金） 要相談 香川大学病院
隈元・花岡
十川・高倉

1

3 徳島大学 （月）～（金） 要相談 徳島大学病院
森野・井上・
宮本・今井他

ｹﾞﾉﾑ医療ｾﾝﾀｰ
遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

1

4 島根大学 （月）～（金） 要相談
島根大学医学部

附属病院
鞁嶋・荒木 1

5 鳥取大学 （火）～（木） 要相談
鳥取大学医学部

附属病院
粟野・野中 1

⑥がんゲノム医療
陪席実習

※2単位以上

1 岡山大学 適宜希望に応じて
岡山大学病院

臨床遺伝子診療科
平沢・山本・河野 1

2 香川大学 （月）～（金） 要相談 香川大学病院
隈元・花岡
十川・高倉

がんゲノム医療
 センター

1

3 島根大学 （月）～（金） 要相談
島根大学医学部

附属病院
山本・荒木 原 1

⑦がん患者・家族相談支援
研修（講義・実習）

1 島根大学
適宜希望に応じて

開催

島根大学医学部
附属病院

今岡・上田 1

⑧遺伝倫理・ライフサイクル
カンファレンス

1 島根大学 不定期・要相談
島根大学医学部

附属病院
上田・荒木 1
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７．スケジュール

テーマ
番
号

担当施設 日程・時間 開催場所・方法 講師
その他講師
・協力

備考
単
位

２．関連セミナー、ロールプレイング等 ※2単位以上

①関連セミナーあるいは
シンポジウムへ参加

1 岡山大学

2026年9月29日 ハイブリッド開催
吉田雅幸先生
(東京科学大学)

1

未定 ハイブリッド開催 未定 未定
岡山臨床遺伝ｶﾝﾌｧﾚ
ﾝｽ。年間約5回を予
定。

1

2
島根大学
鳥取大学

2026年6月28日
13:00～16:00

島根大学医学部
附属病院

ハイブリッド開催

西垣昌和先生
(国際医療福祉大学)

島大・鳥大講師
共催：さんいん遺伝医
療ﾈｯﾄﾜ ｸー

1

3

島根大学

2026年9月19日
13:00～16:00

島根大学医学部
附属病院

ハイブリッド開催

稲垣正俊 先生
(島根大学)

田村・荒木
今岡・上田他

共催：山陰地域がん専
門医療スタッフ育成
コース、がん相談員

1

4
2026年10月16日

18:00～19:15

島根大学医学部
附属病院

ハイブリッド開催

奥川喜永先生
(三重大学病院)

田村・荒木他 1

5 2026年10月31日
島根大学医学部

附属病院
清水千佳子先生

(国立国際医療ｾﾝﾀｰ)
今岡・上田他

共催：がん相談員実
務担当者会

1

6

徳島大学

2026年6月27日
10:00～12:15

WEB 開催
竹下 啓 先生 (東海大学)

中村由唯先生 (佐久総合病院)
1

7
2026年7月25日
10:00～12:15

WEB 開催
平沢晃 先生 （岡山大学）

荒木もも子 先生 （島根大学附属病院）
1

8

岡山大学
香川大学
徳島大学
島根大学
鳥取大学

通年 オンデマンド

平沢 晃 先生・山本英喜先生
二川摩周先生・鶴田智彦先生
今井芳枝先生・西垣昌和先生
今岡佐織先生・野中智生先生
土井悟先生

講義動画視聴 
レポート提出

1

その他関連施設 上記のほか、各施設が実施するセミナー等は電子メールにて案内、HPにて都度掲載 1

②遺伝性腫瘍症例検討会：
「結果の解析やサーベイランス」「ライ
フステージ」「心理・社会的支援」
のいずれかのテーマで症例提示

1 岡山大学
未定

(2027年2月開催
予定)

ハイブリッド開催 二川
岡山臨床遺伝ｶﾝﾌｧﾚ
ﾝｽと同日開催
症例提示で単位付与

2

③各施設の遺伝性腫瘍体制強化
についてワークショップの開催

（当事者会とコラボ）
1

鳥取大学
島根大学

2026年9月5日
13:00～15:30

対面 粟野・野中・元井 荒木
共催：山陰地域がん
専門医療スタッフ育
成コース

2

④「コミュニケーション」
「意思（志）決定支援」講義と
ロールプレイングの実施

1
島根大学
鳥取大学

2026年6月28日
13:00～16:00

島根大学医学部
附属病院

西垣昌和先生
(国際医療福祉大学)

島大・鳥大講師
現地参加に単位付与
共催：さんいん遺伝医
療ﾈｯﾄﾜｰｸ

2

2 島根大学
2026年9月19日
13:00～16:00

島根大学医学部
附属病院

稲垣正俊先生
(島根大学)

田村・荒木
今岡・上田他

現地参加に単位付与 2

⑤市民公開講座への参画
（講師・企画担当など）

1 香川大学 調整中 高松市
各施設から
担当講師

2

2 島根大学
2026年11月21日

13:00～15:30
隠岐の島町

近藤正宏 先生
(島根大学)

隠岐病院医師他

田村・荒木
鞁嶋・上田他

企画および現地参加に
単位付与（人数制限あ
り）

2

⑥キャリア形成支援セミナーへ参加 1 香川大学 調整中 高松市
隈元・花岡
十川・高倉

1

〇関連セミナーの開催等は、がんプロ島根大学のHPに随時UPしますので、ご確認ください。

テーマ
番
号

担当施設 日程・時間 開催場所・方法 担当講師 その他講師・協力 備考
単
位

１．On-the-Job Traininｇ

⑨全ゲノムシークエンスを
含むゲノムデータ解析研修

（講義・演習）

1 島根大学
毎月第３火曜日

15:00～

島根大学医学部
附属病院

鞁嶋・荒木 大西
ﾊﾞﾘｱﾝﾄ評価をﾒｲﾝ
に行っています

1

2 鳥取大学
2027年2月27日

9:30～12:00
WEB 開催

粟野・野中
甲斐・足立・元井

１
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講座2-①

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 2026年度 

島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携 

「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）2-① 

 

「遺伝/ゲノム医療における倫理的課題に対する高度実践看護」 

 

１．概要・目的 

遺伝/ゲノム医療における実臨床で遭遇しやすい倫理的課題に対して、医療倫理学から捉え、生

じている倫理場面をアセスメントへつなげていくことと、実際に遺伝/ゲノム医療における倫理的課題

に対して高度実践看護を展開している専門看護師の活躍を通して、役割や明日からの実践に反映

していくことを目的とする。 

 

２．日時  令和 8 年 6 月 27日（土） 10:00～12:15 

 

３．場所  WEB開催 

 

４．講師 

（１）竹下 啓 先生 （東海大学医学部医療倫理学領域 教授） 

テーマ：遺伝/ゲノム医療における倫理的課題の現状と展望 

（２）中村 由唯 先生 （佐久総合病院佐久医療センター看護部 遺伝看護専門看護師） 

テーマ：遺伝/ゲノム医療における看護師の倫理調整 

―患者・家族・医療者をつなぐ看護の役割― 

  

５．内容・タイムスケジュール 

10:00- 開会挨拶・本プログラム（がんプロ含）の主旨説明  

10:05-11:05 講師 竹下先生のご紹介   

「遺伝/ゲノム医療における倫理的課題の現状と展望」講演 60 分  

11:10-12:10 講演 中村先生のご紹介   

「遺伝/ゲノム医療における看護師の倫理調整  

      ―患者・家族・医療者をつなぐ看護の役割―」講演

60 分  

12:10-12:15 閉会挨拶  

 

8．各講座詳細
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■講師紹介

竹下 啓 先生
慶應義塾大学医学部をご卒業後、北里大学北里研究所病院総合内科部長・医療安

全管理室長を経て、2015年に青山学院大学教育人間科学部教授、2018年に東海
大学医学部医療倫理学領域の教授、および、東海大学医学部付属病院遺伝子診療
科長にご就任されています。現在では、医療倫理学を専門にしながら、がんゲノム医療に携
わっておられます。

■内容
ゲノム医療の普及に伴い、医療従事者が遺伝に関する倫理的問題について考える機会が
増えてきております。本講演では、遺伝/ゲノム医療における倫理的課題を俯瞰し、どのよう
に考えたらよいか、学生の皆さんでもわかりやすく解説頂く予定です！

■講師紹介

中村 由唯 先生

2010年に信州大学医学部保健学科卒業され、佐久総合病院入職にて外科混合病棟，
集中治療室勤務を経て、2020年新潟大学大学院保健学研究科博士前期課程看護学
分野遺伝看護専門看護師コースを修了され、現在は入退院支援室に所属しながら，遺伝
診療科医師と共に長野県東信地区における遺伝医療・看護に従事されています。また、がん
ゲノム医療コーディネーターとしてがんゲノム医療においてもご活躍されておられます。

■内容
遺伝/ゲノム医療の現場ではすぐに『答え』を出せない場面があります。患者さんや家族の迷い
や気持ちに寄り添い、納得して選べるよう支える「倫理調整」と看護の役割について、ご講演
頂く予定です。
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講座2-①、④

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 2026年度 

島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携 

「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）2-①、2-④ 

〇鳥取大学・さんいん遺伝医療ネットワーク共催 

 

『何を話すか』を卒業する。  

〜クライエントのニーズを捉えた遺伝カウンセリングとは〜 
 

１．概要・目的 

遺伝カウンセリングにおいては、クライエントの価値観や背景を踏まえた支援が重要である。一方

で、その力は経験とともに育まれるものであり、実臨床ではクライエントの語りや背景をどのように捉

えるかに悩む場面も少なくない。 特に遺伝性腫瘍領域では、リスク認知、家族への影響、将来設計

といった多層的な意思決定が関与するため、より高度なコミュニケーション能力とニーズアセスメント

が不可欠である。 

本セミナーでは、「何を話すか」から「何が求められているか、何に困っているのか」へと視点を転

換し、クライエント中心の遺伝カウンセリングの実践力向上を目指す。講義と事例検討、ロールプレイ

等を通して、ニーズ把握のプロセスと具体的な関わり方を多角的に学ぶ機会とする。 

 

２．日時  令和 8 年 6 月 28日（日） 13:00～16:00 

 

３．場所   島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟 だんだんカンファレンス  

※講演のみハイブリッド開催 

 

４．内容 

（１）講演 ハイブリッド 

クライエントのニーズを捉えた遺伝カウンセリングとは 

  認定遺伝カウンセラー 西垣 昌和 先生（国際医療福祉大学）  

（２）ロールプレイ   

司会：粟野宏之（鳥取大学）、荒木もも子（島根大学） 

ファシリテーター： 

西垣昌和先生、藤田裕子先生（姫路赤十字病院）、竹下美保先生（松江市立病院） 

 

５．タイムスケジュール 

１３：００ 開会のことば 

13:10～14:10 西垣先生 ご講演 

14:20～15：4０ ロールプレイ「遺伝性腫瘍症候群－子どもに遺伝しますか？」 

15:40～1６：００ 全体討論、総評   

 

６．単位に関して 

 ・対面で全てのセッションに参加された方に、２－①、④の単位を付与します。 

・西垣先生の講演のみ参加された方は、２ー①の単位を付与します。 
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講座2-①

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 202６年度 

島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携 

「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）2-① 

 

 

「遺伝診療における原点回帰～高度実践看護における役割～」 

 

 

１．概要・目的 

今年度は保険診療の改定に伴い、未発症者の血縁者に対しての BRCA1/2 遺伝学的検査等

の対象拡大や遺伝性疾患療養指導管理料が新設など遺伝性腫瘍症候群における予防医療や継

続支援が広がり始めてきている。そこで本講演会では遺伝診療における根本に戻り、広がり始めて

いる遺伝医療に対する専門看護師の役割を検討する講演会を開催する。 

 

２．日時  令和８年７月２５日（土） １０:００～１２:１５ 

 

３．場所  WEB開催 

 

４．講師 

（１）平沢 晃 先生 （岡山大学学術研究院 医歯薬学域 臨床遺伝子医療学分野 教授）  

テーマ：遺伝性腫瘍症候群 ～看護の視点から知っておくべきこと～ 

（２）荒木 もも子 先生  

（島根大学医学部附属病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター 認定遺伝カウンセラー） 

テーマ：遺伝性腫瘍症候群に対するアドバンスな看護実践 

 

５．内容・タイムスケジュール 

10：00～１０：０５ 開会挨拶 

10：0５～１１：０５ 講師 平沢先生のご紹介 

               「遺伝性腫瘍症候群 ～看護の視点から知っておくべきこと～」講演６０分 

１１：１０～１２：１０ 講師 荒木先生のご紹介 

               「遺伝性腫瘍症候群に対するアドバンスな看護実践」講演６０分 

１２：１０～１２：１５ 閉会挨拶 
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※参加費無料ですが、

事前申し込みが必要です

参加申し込み方法：右記のQRコードを読み取ってお申し込みください。
※ご所属、氏名、職種、メールアドレスの登録が必要です。

●日本がんサポーティブケア学会 学術委員会・遺伝性腫瘍症候群WG
●がん高度実践看護師WG講演会 in Tokushima 2026年度がん看護インテンシブコースⅡ
●中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム2026年度 島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携
「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）

遺伝診療における原点回帰
～高度実践看護における役割～

主催：日本がんサポーティブケア学会 学術委員会・遺伝性腫瘍症候群WG
高知県立大学大学院看護学研究科 山口大学大学院医学系研究科保健学専攻
愛媛大学大学院医学系研究科 鳥取大学大学院医学系研究科医科学専攻 島根大学大学病院

参加締切
7月10日まで

2026年7月25日(土)
10:00～12:15
WEB開催

平沢 晃 先生 10:05～11:05
(岡山大学学術研究院医歯薬学域臨床遺伝子医療学分野 教授)

「遺伝性腫瘍症候群 ～看護の視点から知っておくべきこと～」

荒木 もも子先生 11:10～12:10
(島根大学医学部附属病院臨床遺伝・ゲノム医療センター 認定遺伝カウンセラー）

「遺伝性腫瘍症候群に対するアドバンスな看護実践」

【お問合せ先】 徳島大学 がんプロ 088-633-9649／ganpro@tokushima-u.ac.jp
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■講師紹介

平沢 晃 先生
慶應義塾大学医学部をご卒業後、慶應義塾大学病院の産婦人科に入職され、2018年岡

山大学学術研究院医歯薬学域臨床遺伝子医療学分野教授、および、岡山大学病院臨床
遺伝子診療科科長にご就任されています。現在では、 ゲノム情報に応じたがん予防にかかる指
針の策定と遺伝性腫瘍に関する医療 社会体制の整備および国民の理解と参画に関する研
究 班の代表やに携わっておられます。MGPTの手引書などの書籍をご担当されています。

■内容
遺伝診療による予防医療が普及し、遺伝性腫瘍症候群について考える機会が増えてきておりま
す。本講演では、これから遺伝性腫瘍症候群について学んでいく上で、看護師として知っておくべ
き基本的な原点に関して、解説頂く予定です！

■講師紹介

荒木もも子 先生

2003年に島根医科大学医学部看護学科卒業、同附属病院入職、2009年島根大学大
学院医学系研究科（看護管理学）を、2020年に近畿大学大学院総合理工学研究科
（遺伝カウンセラー養成課程）修了されております。現在は看護師兼認定遺伝カウンセラー
として臨床遺伝・ゲノム医療センターに所属しながら、岡山大学大学院にて遺伝性腫瘍症候
群の支援体制の構築について取り組まれております。目標は若年がん死を減らすこと！です

■内容
令和8年度の診療報酬の改定にもあるように、遺伝医療、ゲノム医療はさらなる拡大が予想
されます。全ゲノム時代の訪れもそう遠くなく、今後、患者さんやご家族の選択肢はさらに複雑
化されていくと考えられます。そこで、これからのがんゲノム医療について、意思決定支援に関わ
ることに関して、一緒に考える時間となるように話題を提供して頂く予定です！

Design by Yoshie IMAI
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講座2-①、④

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 2026 年度  

島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携  

「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）２-①、④ 

「山陰地域がん専門医療スタッフ育成コース」（インテンシブコース） 

「島根県がん診療ネットワーク協議会がん相談員実務担当者会」共催 

 

「バッドニュースを伝えられた時、患者さんはどう感じたのか？」 

〜ロールプレイでのぞく『伝える側・聴く側』の本音〜 

 

１．概要 

１）背景・目的 

がん医療や遺伝医療をはじめとする現代の臨床現場において、患者さんやご家族の期待に沿え

ない「バッドニュース（厳しい告知や病状の説明）」を伝えざるを得ない場面は少なくありません。 

このような際、医療者は「患者さんを傷つけてしまうのではないか」「絶望させてしまうのでは

ないか」という強い葛藤や心理的負担（伝える側の辛さ）を抱えがちです。一方で、告知を受け

る患者さんやご家族は、予期せぬ現実に直面し、一時的に認知機能や感情のコントロールが困難

になるほどの大きな衝撃（聴く側の痛切な体験）を味わいます。 

コミュニケーションの「スキル」だけに終始してしまうと、医療者側の自己防衛的な対話にな

りやすく、患者さんの本当のニーズや心理的プロセスを置き去りにしてしまう危険性があります。

医療者と患者双方がその瞬間に何を体験しているのか、その「本音」を深く見つめ直し、双方向

の視点から心理的支援の本質を捉え直すアプローチが今、求められています。本セミナーは、精

神腫瘍学の専門家である稲垣先生による講義と、実践的なロールプレイを通じて、バッドニュー

ス共有の場における「伝える側」と「聴く側」それぞれの心理プロセスを深く理解することを目

的とします。またそれぞれの職種が、伝えるという場面でどのような行動をとっているのか、何

を考えているのかについて共有することで、多職種支援の重要性についても学ぶことを目的とし

ます。 

 

日時：  2026 年 9 月 19 日（土）13:00〜16:00  ※講演のみハイブリッド開催 

場所：  島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟 2 階 だんだんカンファレンス 

講師：  島根大学医学部 精神医学講座 教授 稲垣 正俊 先生 

対象者： 医療従事者、がんゲノム医療・遺伝医療に興味のある大学生・大学院生 

 

２）タイムスケジュール： 

 13:00〜 開会挨拶 

 13:02〜 稲垣先生の講演、質疑応答（web 配信終了） 

 14:30〜 ロールプレイ・症例について説明 

 15:40〜 総合討論 それぞれの役割に求められるものとは 

 16:00  終了  

 

３）単位に関して 

・対面で全てのセッションに参加された方に、２－①、④の単位を付与します。 

・稲垣先生の講演のみ参加された方は、２ー①の単位を付与します。 
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講座2-①
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講座2-①
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講座2-③

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 2026年度 

島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携 

「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）2-③ 

「山陰地域がん専門医療スタッフ育成コース」（インテンシブコース） 共催：鳥取大学・島根大学 

 

 

「遺伝性腫瘍症候群患者さんへ、よりよい診療提供のために  

～遺伝性腫瘍症候群診療チームによる医療体制の整備～」 

 

概要 

2020年に遺伝性乳がん卵巣がん（HBOC）診断のため、BRCA1/2遺伝学的検査が保険収載さ

れ、さらに 2026年には HBOCにおける第一度近親者への遺伝学的検査およびサーベイランスが

保険収載されるなど、がん医療における遺伝性腫瘍症候群の認知は年々高まっている。これに伴

い、遺伝性腫瘍症候群およびその家族に対する医療提供の選択肢も拡大してきた。こうした変化

に対応するためには、遺伝性腫瘍症候群とその家族を継続的かつ適切にフォローする診療体制

の整備が求められる。本ワークショップでは、医療者による現状の遺伝性腫瘍症候群診療体制に

関する報告と、遺伝性腫瘍症候群当事者による体験およびニーズの共有を行う。それらを踏まえ

て、より望ましい診療体制のあり方について議論し、現状の課題を整理するとともに、その解決に

向けた方策を検討する。 

日時 

令和 8年 9月 5日（土） 13:00-15:30 

内容 

13:00-13：10 開会の挨拶：鳥取大学 粟野宏之 

13：10-13：50講演①「鳥取大学における遺伝性腫瘍診療体制の構築 ～チーム Toriden～（案）」 

講師：鳥取大学医学部附属病院 佐藤慎也先生 

13：50-14：20講演②「がん患者の体験談（仮）」  

講師：リンチ症候群患者家族会ひまわりの会 柴田良子様 

14：20-15：20 ワークショップ：参加者をグループに分けてテーマに沿った議論、発表 

15：20-15：30 閉会の挨拶：島根大学 荒木ももこ 
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講座2-①

テーマ 講師

がんゲノム医療総論 平沢晃先生（岡山大学）

遺伝性腫瘍症候群の基礎 鶴田智彦先生（大阪大学）

バリアント解釈の基礎 野中智生先生（鳥取大学）

遺伝性腫瘍症候群の遺伝学的検査結果の読み方
～遺伝子のささやきに耳を傾けて～

二川摩周先生（岡山大学）

遺伝性腫瘍症候群の多遺伝子パネル検査
（MGPT）の活用

山本英喜先生（岡山大学）

遺伝性腫瘍症候群当事者に対する看護 今井芳枝先生（徳島大学）

遺伝性腫瘍症候群における遺伝カウンセラーの多
面的役割と実践

西垣昌和先生（国際医療福祉大学）

がん相談員が語る、がん相談業務の現場と遺伝医
療・ゲノム医療への役割

今岡佐織先生（島根大学）

家族性大腸腺腫症（FAP）と向き合って 土井悟先生（ハーモニー・ライン）

〇中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム2026年度
島根大学・岡山大学・香川大学・鳥取大学・徳島大学連携
「ぬくもりのあるがんゲノム医療人を育成するコース」（インテンシブコース）
2-①（オンデマンド）

【オンデマンドによる講義】
講義動画を視聴し、A4 1枚のレポートを島根大学がんプロ担当
（ganpro-shimane@med.shimane-u.ac.jp）に提出してください。
各担当講師に確認のうえ、単位（2-①関連セミナー 1単位）を付与します。（単位取得認定書を送付）
OJT前に講義動画を視聴し基礎を学んでいただくと、理解が深まります。

※登録受講生には、オンデマンドURL、IDおよびPWを通知します。
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9．アクセス ：詳細は各施設のHPでお調べください

岡山大学病院

香川大学医学部附属病院 http://www.med.kagawa-u.ac.jp/hosp/access/

https://www.okayama-u.ac.jp/user/hospital/index70.html

駐車場の利用について、30分までは無料、30分を超
えて1時間まで300円、以後30分ごとに100円加算
（１日上限2,000円）となっております。
なお、事前（一週間以上前）にご連絡をいただければ、
臨時券の発行が可能になる場合があります。
事務局まで相談ください。

自家用車で来学の場合は
事前に事務局までお知ら
せください。
（無料あり）
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8．アクセス ：詳細は各施設のHPでお調べください

島根大学医学部附属病院

鳥取大学医学部附属病院

https://www.med.shimane-u.ac.jp/hospital/kotuacc/access.html

https://www2.hosp.med.tottori-u.ac.jp/introduction/3113/access-map.html

駐車場の利用について、
30分までは無料、30分
を超えて1時間まで200
円、以後1時間ごとに
100円追加（1時間未
満の時間も含む）

自家用車で来学の場合は
事前に事務局までお知ら
せください。
（無料券あり）
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8．アクセス ：詳細は各施設のHPでお調べください

徳島大学病院 https://www.tokushima-u.ac.jp/access/kuramoto.html
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